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序

愛知県海部郡甚目寺町は、甚目寺観音や法性寺などの古刹が語る

ように歴史の息づいている町であります。しかし、現在そのような

古い町にも次々と都市化の波が押し寄せており、町の姿も刻々と変

わりつつあるのです。そうした現代の動きの中で、阿弥陀寺遺跡は

弥生時代と鎌倉・室町時代に生きた祖先の姿を今に伝えてくれたの

であります。

阿弥陀寺遺跡の発掘調査は、甚目寺町北西部の田園地帯を北東か

ら南西に走る名古屋環状2号線（一般国道302号）建設に伴う事前調

査として、愛知県の委託事業（教育委員会を通じて）として財団法

人愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財発掘調査部が昭和56年に

開始しました。その後昭和60年には調査主体が財団法人愛知県埋蔵

文化財センターに移行し、昭和61年に発掘調査は完了しました。そ

れ以後は、調査成果の公表に向けて整理・研究を進めてまいりまし

たが、ようやくここに本書をもって阿弥陀寺遺跡の全容を示すに至

りました。本書が甚目寺町の歴史の一端を記録にとどめるとともに、

祖先への顕彰になればと存じます。

最後に、この調査を遂行するにあたり、地元住民の方々を始め、

関係者および関係機関の御理解と御協力をいただきましたことに対

し、厚く御礼申し上げる次第であります。

平成2年3月

財団法人　愛知県埋蔵文化財セソター

理事長　松川誠次



例言

1．本書は愛知県海部郡甚目寺町に所在する阿弥陀寺遺跡の発掘調査報告書である。

2．調査は名古屋環状2号線（一般国道302号）建設に伴う事前調査であり、愛知県の委託事業（教育

委員会を通じて）として愛知県教育サービスセンターおよび事業を引き継いだ財団法人愛知県埋蔵

文化財センターが、昭和56年10月から昭和61年6月まで実施した。

3．調査体制は別に記載したとおりである。

4．調査にあたっては、次の関係各機関の御協力を得た。

愛知県教育委員会文化財課、建設省英知国道工事事務所、日本道路公団名古屋建設局、甚目寺町

教育委員会。

5．調査・報告書作成にあたっては次の方々の御協力があった。（順不同・敬称略）

加藤安信、遠藤才文、紅村弘、高橋信明、立松彰、贄元洋、岡本茂史、加納俊介、杉崎章、中野晴

久、伊藤久嗣、新田洋、鈴木克彦、増田安生、寺沢薫、藤田三郎、松本洋明、兼康保明、岩崎直也、

小竹森直子、山崎秀二、正岡睦夫、平井典子、島崎東、福島正美、湯尻修平、栃木英道、増山仁、

笹沢浩、神村透、小林正春、市沢英利、中司照世、赤沢徳明、平野吾郎、鈴木敏則、佐藤由紀男、

鈴木正博、鈴木加津子、小宮恒雄、松本完、安藤広道、石川日出志、黒沢浩、原口正三、深沢芳樹。

6．報告書作成に関わる整理作業はもっぱら石黒立人があたり、次の方々の協力を得た。

赤塚美智代、亀井けい子、鈴木規子、永金千住、河合明美、古橋佳子（以上調査補助員）

7．本書の様式

○過去に刊行した「財団法人愛知県教育サービスセンター年報Ⅰ～Ⅲ」による概要報告の記載事項

はすべて本書で改めるとともに、かつて報告した内容も今回取捨選択を行っている。対応関係は本

書で示しているが、未掲載部分は当該年報を参照していただきたい。

○平面図基準座標・遺構記号：本センターの慣用法（昭和59年度以降）によった。ただし、調査時

においては映和58年まで任意の座標系を使用していた。

○遺構番号は弥生時代：0～999、鎌倉・室町時代：1000～とし、遺物番号は弥生時代：0～1999、

鎌倉・室町時代：2000～とした。

○実測図の縮尺値：遺構図の図版は、弥生時代関係がプラン1／1000、1／500、1／200、土層セ

クション1／100、鎌倉・室町時代関係が1／2000、1／400、1／200。挿図は図中に示したが、原

則はプラン・セクションが1／80、土層セクションが1／40、出土状態が1／40。

遺物は原則として土器が1／4（拓図1／3）、石器が石鉄・石錐2／3、それ以外1／2、木器は1／

3として、まざらわしい場合と例外については図中に縮尺値を表示した。したがって、スケール目盛

り表示のない場合には注意が必要である。

○遺物写真は縮尺値を原則1／3とし、それ以外は縮尺値を表示したが、あくまで目安にすぎない。

○註・参考文献は巻末に一括して記載した。

8．本書の執筆は石黒立人、北村和宏、森勇一、伊藤隆彦、永草康次、楯真美子が分担し、石黒が編

集した。分担箇所は各章扉の目次に記載した。

9．本調査に関する資料はすべて財愛知県埋蔵文化財センターで保管している。



調査体制　昭和56年～昭和59年　調査主体　財団法人愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財調査部

調査期間　　　　　調査指導　　　　　　　　　　　　　　組織　事務局　　　　　　調査担当

昭和56年10月～3月

愛知学院大学教授　澄田正一（考古学）
名古屋大学教授　　井関弘太郎（地理学）

信州大学教授　　　大参義一（考古学）

南山大学教授　　　伊藤秋男（考古学）
東海市平州記念館　立松彰（考古学）

調査部長　　丹羽功

庶務補佐　　水谷良夫
主査　　　　松原広治

主事　　　　松田定次
〝　　　　　菅沼真四郎

発掘調査所長　高沢茂樹

主事　　　　　中村美規
〝　　　　　　竹島真澄

〝　　　　　　石黒立人

調査期間

昭和57年4月～6月　同9月～昭和58年2月

愛知学院大学教授　澄田正一（考古学）
名古屋大学教授　　井関弘太郎（地理学）

信州大学教授　　　大参義一（考古学）

南山大学教授　　　伊藤秋男（考古学）
京都大学霊長類

研究所教授　江原昭善（人類学）
東海市平州記念館　立松彰（考古学）

調査部長　　丹羽功
庶務補佐　　水谷良夫

主査　　　　松原広治

主事　　　　松田定次
〝　　　　　菅沼真四郎

発掘調査所長　高沢茂樹
主事　　　　　中村美規

〝　　　　　　竹島真澄

〝　　　　　　石黒立人
〝　　　　　　遠藤才文

〝　　　　　　服部良夫
〝　　　　　　片山正己

調査期間

昭和58年10月～昭和59年1月　同3月

愛知学院大学教授　澄田正一（考古学）
名古屋大学教授　　井関弘太郎（地理学）

信州大学教授　　　大参義一（考古学）

南山大学教授　　　伊藤秋男（考古学）
京都大学霊長類

研究所教授　江原昭善（人類学）
金沢大学教授　　　藤則雄（地質学）

調査部長　　中林茂
庶務補佐　　水谷良夫

主査　　　　稲垣隆一

主事　　　　松田定次
〝　　　　　伊藤義幸

発掘調査所長　高沢茂樹

主事　　　　　中村美規
〝　　　　　　石黒立人

調査期間

昭和59年4月～昭和60年3月

愛知学院大学教授　澄田正一（考古学）
名古屋大学教授　　井関弘太郎（地理学）

信州大学教授　　　大参義一（考古学）

南山大学教授　　　伊藤秋男（考古学）

調査部長　　中林茂

管理課長　　斎藤樹三
主査　　　　稲垣隆一

主事　　　　伊藤義幸
〝　　　　　森信孔

発掘調査所長　橋本雅司
主事　　　　　遠藤才文
〝　　　　　　清水雷太郎

〝　　　　　　福岡晃彦
〝　　　　　　金原宏

〝　　　　　　上部肇

〝　　　　　　竹内尚武
〝　　　　　　梅村清春

〝　　　　　　梅本博志
〝　　　　　　佐藤公保

〝　　　　　　石黒立人

嘱託　　　　　宮腰健司
〝　　　　　　長島広

〝　　　　　　安藤義弘



調査体制　昭和60年～昭和61年　調査主体　財団法人愛知県埋蔵文化財センター

調査期間　昭和60年4月～6月

理事長

奥田信之

常務理事

中林茂

理事

井関弘太郎

伊藤秋男

大参義一

坪井清足

楢崎彰一

三浦小春

花木蔦雄

伊藤芳

大橋雄六

小島俊夫

林正治

鈴木睦美

監事

本田辰郎

田中隆三

県教育長

兼事務局長

名古屋大学教授

南山大学教授

信州大学教授

奈良国立文化財研究所長

名古屋大学教授

光陵女子短期大学教授

都市教育長会会長（一宮市教育長）

町村教育長会会長（蟹江町教育長）

県土木部長

県教育委員会社会教育部長

清洲貝殻山貝塚資料館長（清洲町長）

県陶磁資料館副館長

県出納事務局次長

県教育委員会総務課長

専門委員

考古学
文献史学
地理学

建築史学
動・植物学
形質人類学

保存科学

楢崎彰一

早川庄八

井関弘太郎

浅野清

渡辺誠

池田次郎

江本義理

名古屋大学教授
〃

愛知工業大学教授

名古屋大学助教授

京都大学教授

東京国立文化財研究所保存料学部長

調査担当

調査課長

課長補佐兼主査

課長補佐兼主査

主査

主事

事務局

管理課長

主査

主事
〝

〝

橋本雅司

遠藤才文
清水雷太郎
上部肇
浅井和宏

酒井俊彦

斎藤樹三

稲垣隆一
伊藤義幸
森信孔

小倉晴美

調査期間　昭和61年4月～12月

理事長

小金潔

常務理事

中林茂

理事

井関弘太郎

伊藤秋男

大参義一

坪井清足

楢崎彰一

三浦小春

花木蔦雄

伊藤芳

栗本茂一

大渓紀雄

大橋雄六

中神秀雄

林正治

日下英之

監事

石原坂男

田中隆三

県教育長

兼事務局長

名古屋大学教授

南山大学教授

信州大学教授

財大阪文化財センター理事長

名古屋大学教授

中日新聞嘱託

都市教育長協議会会長（一宮市教育長）

町村教育長協議会会長（蟹江町教育長）

（6月30日辞任）

〝（小坂井町教育長）

（7月1日就任・11月30日辞任）

〝（吉良町教育長）

（12月1日就任）

県土木部長

県教育委員会社会教育部長

清洲貝殻山貝塚資料館長（清洲町長）

県陶磁資料館長

県出納事務局次長

県教育委員会総務課長

専門委員
考古学

文献史学
地理学
建築史学

動・植物学
形質人類学
保存科学

岩石学
木材組織学

楢崎彰一

早川庄八

井関弘太郎

浅野清

渡辺誠

池田次郎

江本義理

諏訪兼位

木方洋二

名古屋大学教授

名古屋大学教授

名古屋大学教授

愛知工業大学教授

名古屋大学助教授

岡山理科大学教授

東京国立文化財研究所保存料学部長

名古屋大学教授（7月1日就任）

名古屋大学教授（7月1日就任）

調査担当

調査課長

課長補佐兼主査

課長補佐兼主査

主事

嘱託

事務局

管理課長

主査

主事
〝

〝

橋本雅司

竹内尚武

清水雷太郎

浅井和宏

菅沼良則

斎藤樹三

青山光一

森信孔

田上堅三

小倉晴美
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1．調査の経緯と経過

A．経緯

所在地

原因

調査主体

阿弥陀寺遺跡は、愛知県海部郡甚目寺町大字石作・大字新居屋に存在する。すでに古く

から遺物の散布地と知られ、磨製石剣など注目される遺物も採集されている。

そうしたなかで、名古屋環状2号線の建設予定地に本遺跡の一部が含まれることになり、

そのため、道路建設に伴う事前調査として昭和56年度から発掘調査が実施されることに

なった。

昭和56年度より昭和59年度は財団法人愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財調査部に

よって発掘調査が実施され、昭和60年度からは新しく設立された財団法人愛知県埋蔵文化

財センターに業務が引き継がれ、昭和61年度まで継続した。

当初、弥生時代の遺跡として把握されていた阿弥陀寺遺跡も調査の進行で鎌倉・室町時

代の集落跡が重複することがわかり、結果遺跡の範囲も広がることになった。

第1図　遺跡位置図
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1　調査の経緯と経過

B．経過

昭和56年度

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

調査面積1200㎡で開始された初年度の発掘調査は、幅10mの側道部分ということであっ

たが、弥生時代の遺構として住居跡、環濠、方形周溝墓らしい溝跡など各種が検出でき、

時期区分についても大枠の設定ができた。それに対し鎌倉・室町時代に関しては溝のみで、

集落跡であるという認識には至らなかった。

調査面積は7940㎡。幅7mの側道部分の調査で、南北600mという狭く長い発掘区であっ

た。弥生時代の遺構は集落の様相を強く示し、新しい資料を得ることができた。鎌倉・室

町時代は初めて井戸の検出があり、集落の可能性が浮上した。地形的な問題に関しては、

狭く長い調査区の関係で長い土層セクションを作成することができた結果、谷や砂丘部分

の復元がある程度可能となった。

調査面積は5214㎡。本年度も側道部分の調査で、これまでの調査範囲の北部に調査区が

設定された。弥生時代の遺構は皆無であったが、現水田下に堆積した現代の客土中からは

弥生土器が出土したので、阿弥陀寺遺跡の削平がかなり進んでいることが推定された。

鎌倉・室町時代は、集落内部の区画らしい溝や墓の跡が検出され、集落であることがほ

ぼ確実視されるようになった。

調査面積8894㎡。初めて本道部分の調査となった。弥生時代は、環濠の変遷が予想でき

るようになり、ほぼ集落景観も復元できるに至った。また鎌倉・室町時代は、屋敷地を囲

む溝が確認できたことにより、弥生時代の集落範囲の北部に中心のあることが推定された。

調査面積5519㎡。弥生時代の集落部分の北部に調査区が位置したので、環濠北縁の状況

が把握できた。意味不明の突部など、囲郭集落の全体設計に関わるような重要な遺構であ

るという感触があった。鎌倉・室町時代は、古瀬戸四耳壷などが大きな土坑から出土し墓

的な遺構の存在が推定された他、礎板の遺存した柱穴が多数検出され、溝で区画された内

部における建物の展開を知ることができた。

調査面積1738㎡。先年度と同様に建物群の検出があり、集落としての景観復元に近づい

た。ただし、遺構面の削平のために同時存在の建物の抽出には困難がともなっている。
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